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Hl(i)-(-ie) Idxf4'eiwt-JQx- ¢e~iwt'iQG), leI≪ 1-00
ここで¢は次の同時刻交換関係をみたすボゾン場である;
[Q(a,i), め(U, i)]- [Ql(x,i),㌔ (U,i)]-0,
[¢(a,i),め(U,i)]- ♂(x-y)
このノ､ミル トニアンは次の運動方程式を導く;


















トン解と,,a--の極限で一致する｡そこで,Rml(p)Lo> を "量子 1-ソリトン状態〟 ,
また, Rnl(p)Rn十(q‖ o>を"量子 2-ソリトン状態〝,と呼ぶことにする｡
§4. 遷移確率
始状態 巨>,終状態 if>をそれぞれ
日,-意 RN (k)io, ,
1




622打∂(Ef-Ei- a')･lJdx< flO(x)li>eiQx l2
if M十M′- N- 1,
622花∂(Ef-Ei十 o')･lJdx< fl¢十(x)Ii>e~iQG L2
if M+M/- N+i;
- l l -
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ここで Ei及び Efは次式で定義される ;




そこで,N(始状態粒子数 ), k(始状態の1粒子あた りの運動量 ),M,M′(終状態の2












o)= o)1⇒ k=P, O,= o)2⇒ k-q, o)= o)3⇒ P=q･
条件 k-Pまたは k-qは,終状態の2つのソリトンのうち1つが,始状態のソリトン
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